
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状部材の端面から入射した光が、当該板状部材の内部を伝搬していく過程において当
該板状部材の出射面から出射するようにしてなる導光板であって、
　前記板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を前記端面の延長する方向に繰り返し形
成し、
　 前記板状部材の側面の、前記側面を前記板状
部材の厚さ方向に分割する仮想線より前記出射面側に、前記側面より突出する突起を形成

　

　ことを特徴とする導光板。
【請求項２】
　所定の光源から射出された照明光を板状部材の端面から入射し、前記照明光を屈曲して
前記板状部材の出射面より出射するサイドライト型面光源装置において、
　前記板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を前記端面の延長する方向に繰り返し形
成し、
　 前記板状部材の側面の、前記側面を前記板状
部材の厚さ方向に分割する仮想線より前記出射面側に、前記側面より突出する突起を形成
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前記端面と前記端面に対向する面とを除く

し、
前記側面より突出する突起の前記端面より最も遠ざかった部位における根元の厚みを、

該部位より前記端面側の部位に比して薄肉に形成する

前記端面と前記端面に対向する面とを除く

し、



　

　ことを特徴とするサイドライト型面光源装置。
【請求項３】
　前記突起を、前記端面 対向する面と前記端面との中央より、前記端面側に形成する
　ことを特徴とする請求項２に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項４】
　

　ことを特徴とする
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、導光板、サイドライト型面光源装置及び液晶表示装置に関し、特に板状部材の
出射面と対向する面に１対の斜面による突起を入射面に沿って繰り返し形成した導光板と
、この導光板を用いたサイドライト型面光源装置、液晶表示装置に適用することができる
。本発明は、板状部材の側面を板状部材の厚さ方向に分割する仮想線より出射面側に、側
面より突出する突起を形成することにより、板状部材の出射面と対向する面に１対の斜面
による突起を繰り返し形成する構成において、板状部材の側面に突起を形成しても異常発
光を防止することができるようにする。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば液晶表示装置においては、サイドライト型面光源装置により液晶表示パネル
を照明し、これにより全体形状を薄型化するようになされている。
【０００３】
すなわちサイドライト型面光源装置は、棒状光源でなる一次光源を板状部材（すなわち導
光板でなる）の側方に配置し、この一次光源より出射される照明光を導光板の端面より導
光板に入射する。さらにサイドライト型面光源装置は、この照明光を屈曲して、導光板の
平面より液晶表示パネルに向けて出射し、これにより全体形状を薄型化できるようになさ
れている。
【０００４】
このようなサイドライト型面光源装置は、ほぼ均一な板厚により導光板を形成した方式の
ものと、一次光源より遠ざかるに従って導光板の板厚を徐々に薄く形成した方式のものと
があり、後者は、前者に比して効率良く照明光を出射することができる。
【０００５】
図１８は、この後者のサイドライト型面光源装置１の一例を示す分解斜視図であり、図１
９は、図１８をＡ－Ａ線で切り取って示す断面図である。このサイドライト型面光源装置
１は、導光板２の側方に一次光源３を配置し、反射シート４、導光板２、光拡散シート５
、光制御部材でなるプリズムシート６及び７を順次積層して形成される。
【０００６】
一次光源３は、冷陰極管でなる蛍光ランプ８の周囲を、リフレクター９で囲って形成され
、リフレクター９の開口側より導光板２の端面（以下入射面と呼ぶ）２Ａに照明光を入射
する。ここでリフレクター９は、入射光を正反射又は乱反射する例えばシート材により形
成される。
【０００７】
導光板２は、透明部材でなる例えばアクリル（ＰＭＭＡ樹脂）を射出成形して断面楔型形
状に形成され、端面でなる入射面２Ａより一次光源３の照明光を入射する。これにより導
光板２は、反射シート４側面（以下裏面と呼ぶ）２Ｂと光拡散シート５側面（以下出射面
と呼ぶ）２Ｃとの間を繰り返し反射して照明光を伝搬し、この裏面２Ｂ及び出射面２Ｃに
おける反射の際に、臨界角以下の成分を裏面２Ｂ及び出射面２Ｃより出射する。
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前記側面より突出する突起の前記端面より最も遠ざかった部位における根元の厚みを、
該部位より前記端面側の部位に比して薄肉に形成する

に

請求項２又は請求項３に記載のサイドライト型面光源装置により液晶表示パネルを照明
する

液晶表示装置。



【０００８】
さらにこの導光板２は、裏面２Ｂに光散乱面２Ｄが形成される。ここでこの光散乱面２Ｄ
は、図２０に示すように、入射面２Ａ側より楔型先端に向かって光散乱の程度が順次増大
するように、例えば炭酸マグネシウム、酸化チタン等を顔料にしてなる光散乱性のインク
を選択的に付着して形成される。なお光散乱面２Ｄは、光散乱性のインクに代えて裏面２
Ｂを部分的に梨地面（シボ面）に形成して作成される場合もある。この場合も同様に光散
乱面２Ｄは、一定のピッチで、あるいはランダムに、例えば矩形形状に梨地面の領域を形
成し、入射面２Ａ側より楔型先端に向かって各矩形形状領域の面積が増大するように形成
される。これにより導光板２は、出射面２Ｃのほぼ全域において出射光の光量分布を均一
化する。
【０００９】
このようにして照明光を出射する導光板２は、基本的には、裏面２Ｂ及び出射面２Ｃとの
間を繰り返し反射して照明光を伝搬しながら、裏面２Ｂで反射する毎に出射面に対する照
明光の入射角を低減し、このうち臨界角以下の成分を出射面２Ｃより出射するものである
。従って出射面２Ｃより出射される照明光の指向性は、楔型形状の先端方向に傾いた指向
性になる。
【００１０】
光拡散シート５は、光拡散性を有するシート材により構成され、導光板２の出射面２Ｃよ
り出射される照明光を散乱させることにより、光散乱面２Ｄが認識されないように、さら
には照明光により照らし出される導光板２の各部の輝き、影等を目立たなくする。
【００１１】
プリズムシート６及び７は、導光板２の指向性を補正するために配置される。すなわちプ
リズムシート６及び７は、ポリカーボネート等の透光性のシート材で形成され、導光板２
側とは反対側の面にプリズム面が形成される。このプリズム面は、１対の斜面による断面
三角形形状の突起が繰り返し形成され、プリズムシート６では、これら突起が導光板２の
側面２Ｇに沿って繰り返し形成され、プリズムシート７では、これらの突起が導光板２の
入射面に沿って繰り返し形成される。これによりプリズムシート６及び７は、この１対の
斜面で、出射光の主たる出射方向を出射面２Ｃの正面方向に補正する。
【００１２】
このような照明光の出射原理に係るサイドライト型面光源装置１において、反射シート４
は、金属箔等でなるシート状の正反射部材、又は白色ＰＥＴフィルム等でなるシート状の
乱反射部材により形成され、裏面２Ｂより漏れ出す照明光を反射して導光板２に入射し、
これにより照明光の利用効率を向上するようになされている。
【００１３】
このようにして照明光を出射するサイドライト型面光源装置は、フレーム等に保持されて
液晶パネルと一体に、例えばパーソナルコンピュータ等に実装される。これによりサイド
ライト型面光源装置は、フレーム等の保持部材に対して導光板２を簡易かつ確実に位置決
め保持できるようにする必要がある。特に、サイドライト型面光源装置は、衝撃等により
導光板２が蛍光ランプ８に衝突すると、蛍光ランプ８を破損する恐れがあり、蛍光ランプ
８側へは移動しないように導光板２を確実に位置決め保持する必要がある。
【００１４】
これによりサイドライト型面光源装置によっては、図２１に示すように、導光板２の側面
２Ｇに凸部２Ｈを一体に形成し、この凸部２Ｈにより導光板２のフレームに位置決め保持
するようになされていた。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
ところでこの種のサイドライト型面光源装置において、導光板２の裏面２Ｂに１対の斜面
による突起を繰り返し形成すれば、裏面２Ｂを平坦な面により形成したものに比して照明
光を効率良く出射できることが分かった。
【００１６】
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すなわちこのサイドライト型面光源装置は、導光板２の裏面２Ｂに、１対の斜面よる断面
三角形形状の突起が、入射面２Ａに沿って繰り返し形成され、また出射面２Ｃ上の光拡散
シート５及びプリズムシート７が省略されると共に、プリズムシート６は、そのプリズム
面が図１７及び図１８に示すものとは逆に、導光板２と対向するような向き（すなわちプ
リズム面下向き）に配置される。
【００１７】
この繰り返し形成された１対の斜面により、導光板２は、入射面に沿った面内方向につい
て、裏面２Ｂで反射する照明光の向きを出射面２Ｃの正面方向に補正する。これにより導
光板２は、裏面２Ｂを平坦な面により構成した場合には大きな入射角により出射面２Ｃで
全反射されていた照明光成分についても、小さな入射角により出射面２Ｃに入射し、その
分効率良く照明光を出射して照明光の利用効率を向上する。また入射面に沿った面内方向
について、出射面２Ｃより出射される照明光の指向性を出射面２Ｃの正面方向に強調する
。
【００１８】
ところがこの構成のサイドライト型面光源装置において、従来と同等の突起２Ｈを側面に
形成すると（図２１参照）、突起２Ｈの付け根から導光板２の中央に向かってすじ状に輝
度レベルの高い領域ＡＲ１が観察され、出射面２Ｃにいわゆる異常発光が発生することが
分かった。
【００１９】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、導光板の裏面に１対の斜面による突起を繰
り返し形成する構成において、導光板の側面に突起を形成しても異常発光を防止すること
ができる導光板、サイドライト型面光源装置と、このサイドライト型面光源装置による液
晶表示装置を提案しようとするものである。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため請求項１の発明においては、板状部材の端面から入射した光
が、当該板状部材の内部を伝搬していく過程において当該板状部材の出射面から出射する
ようにしてなる導光板において、前記板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を前記端
面の延長する方向に繰り返し形成し、 前記板状
部材の側面の、前記側面を前記板状部材の厚さ方向に分割する仮想線より前記出射面側に
、前記側面より突出する突起を形成

。
【００２１】
　また請求項２の発明においては、所定の光源から射出された照明光を板状部材の端面か
ら入射し、照明光を屈曲して板状部材の出射面より出射するサイドライト型面光源装置に
おいて、板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を端面の延長する方向に繰り返し形成
し、 板状部材の側面の、側面を板状部材の厚さ
方向に分割する仮想線より出射面側において、側面より突出する突起を形成

。
【００２２】
　また請求項３の発明においては、請求項２の構成において、先の突起を、端面 対向す
る面と端面との中央より、端面側に形成す
【００２３】
　また請求項 の発明においては、請求項２ に記載のサイドライト型面光源
装置により液晶表示パネルを照明する。
【００２４】
　請求項１の構成のように、板状部材の端面から入射した光が、当該板状部材の内部を伝
搬していく過程において当該板状部材の出射面から出射するようにしてなる導光板におい
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前記端面と前記端面に対向する面とを除く

し、前記側面より突出する突起の前記端面より最も遠
ざかった部位における根元の厚みを、該部位より前記端面側の部位に比して薄肉に形成す
る

前記端面と前記端面に対向する面とを除く
し、前記側面

より突出する突起の前記端面より最も遠ざかった部位における根元の厚みを、該部位より
前記端面側の部位に比して薄肉に形成する

に
る。

４ 又は請求項３



て、前記板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を前記端面の延長する方向に繰り返し
形成し、 前記板状部材の側面の、前記側面を前
記板状部材の厚さ方向に分割する仮想線より前記出射面側に、前記側面より突出する突起
を形成すれば、照明光により明るく照らし出される突起の根元が小さく形成され、またこ
の明るく照らし出される突起の根元が１対の斜面より遠ざかって形成され、これらにより
この明るく照らし出される突起の根元が出射面より視認されて発生する輝度レベルの高い
すじ状の領域を知覚困難にすることができる。

【００２５】
　また請求項２の構成のように、所定の光源から射出された照明光を板状部材の端面から
入射し、照明光を屈曲して板状部材の出射面より出射するサイドライト型面光源装置にお
いて、板状部材の裏面に、１対の斜面による突起を端面の延長する方向に繰り返し形成し
、 板状部材の側面の、側面を板状部材の厚さ方
向に分割する仮想線より出射面側に、側面より突出する突起を形成すれば、照明光により
明るく照らし出される突起の根元が小さく形成され、またこの明るく照らし出される突起
の根元が１対の斜面より遠ざかって形成され、これらによりこの明るく照らし出される突
起の根元が出射面より視認されて発生する輝度レベルの高いすじ状の領域を知覚困難にす
ることができる。

【００２６】
　また請求項３の構成のように、先の突起を、端面 対向する面と端面との中央より、端
面側に形成すれば、端面より遠ざかるに従って板厚が薄くなるように板状部材を形成した
構成において、板厚の厚い部分に突起を形成することができ、その分明るく照らし出され
る突起の根元を１対の斜面より遠ざけて、輝度レベルの高いすじ状の領域を知覚困難にす
ることができ
【００２７】
　これらにより請求項 の構成のように、請求項２ に記載のサイドライト型
面光源装置により液晶表示パネルを照明して、高品位の表示画面を形成することができる
。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００２９】
（１）第１の実施の形態
　図１は、図１８との対比により本発明の第１の実施の形態に係るサイドライト型面光源
装置 を示す分解斜視図である。このサイドライト型面光源装置１０は、枠
体でなるフレーム１１に反射シート４、導光板１２、プリズムシート６、一次光源３を収
納して形成される。なおこのサイドライト型面光源装置１０において、図１８のサイドラ
イト型面光源装置１と同一の構成は、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略す
る。また反射シート４としては、白色ＰＥＴフィルムによる乱反射部材が適用される。
【００３０】
ここで導光板１２は、透明部材でなる例えばアクリルを射出成形して断面楔型形状に形成
され、端面でなる入射面１２Ａより一次光源３の照明光を入射する。これにより導光板１
２は、裏面１２Ｂと出射面１２Ｃとの間を繰り返し反射して照明光Ｌ（図１８参照）を伝
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またこの構成において、前記側面より突出
する突起の前記端面より最も遠ざかった部位における根元の厚みを、該部位より前記端面
側の部位に比して薄肉に形成すれば、端面より遠ざかった側の、最も照明光により明るく
照らし出される突起の根元を小さくでき、その分さらに一段と輝度レベルの高いすじ状の
領域を知覚困難にすることができる。

前記端面と前記端面に対向する面とを除く

またこの構成において、前記側面より突出する突起の前記端面より最も
遠ざかった部位における根元の厚みを、該部位より前記端面側の部位に比して薄肉に形成
すれば、端面より遠ざかった側の、最も照明光により明るく照らし出される突起の根元を
小さくでき、その分さらに一段と輝度レベルの高いすじ状の領域を知覚困難にすることが
できる。

に

る。

４ 又は請求項３

の前提構成

に係る前提構成



搬し、この裏面１２Ｂ及び出射面１２Ｃにおける反射の際に、一部を裏面１２Ｂ及び出射
面１２Ｃより出射する。
【００３１】
また導光板１２は、矢印Ｃにより部分的に入射面１２Ａ側を拡大して示すように、裏面１
２Ｂに、入射面１２Ａに沿って、微小な突起が繰り返し形成される。ここでこの突起は、
入射面１２Ａと直交する方向に延長する１対の斜面１２Ｅ、１２Ｆを直接接続して断面三
角形形状に形成される。これにより導光板１２は、入射面１２Ａと平行な面内において、
出射光の指向性を出射面１２Ｃの正面方向（出射面１２Ｃの法線方向）に補正すると共に
、照明光を効率良く出射面１２Ｃより出射して出射光量を増大する。
【００３２】
なおこの実施の形態において導光板１２は、１対の斜面１２Ｅ、１２Ｆが出射面１２Ｃに
対して等しい傾きに形成され、斜面１２Ｅ及び１２Ｆの成す角が約１００度に選定される
ようになされている。なおこの頂角は、５０度～１３０度の範囲で適宜選定して実用に供
する特性を得ることができるが、好ましくは６０度～１１０度の範囲である。またこの導
光板１２において、これら微小な突起は、例えばこのサイドライト型面光源装置１０が適
用される液晶表示パネルの画素周期に比して１／４以上小さな、５０〔μｍ〕の繰り返し
ピッチＷ１により形成される。
【００３３】
さらに導光板１２は、出射面１２Ｃに、照明光Ｌの出射を促す光出射促進面が形成される
。ここでこの光出射促進面は、導光板１２の楔形先端から導光板１２の入射面１２Ａに向
かうに従って、照明光の出射を促す程度が増大するように形成される。この実施の形態に
おいて、この光出射促進面は、照明光を散乱する光散乱面により構成され、この照明光を
散乱する程度が導光板１２の楔形先端から入射面１２Ａに向かうに従って、増大するよう
に構成される。これにより導光板１２は、導光板１２の入射面１２Ａ側（厚肉側）で不足
する出射光量を増大し、出射光量を均一化する。
【００３４】
すなわち図２に示すように、光散乱面は、マット面処理により、出射面１２Ｃを部分的に
円形形状（ドット形状）に粗面化して形成される（以下この円形形状に粗面化した領域を
光散乱パターンと呼ぶ）。ここでこの光散乱パターン１３は、出射面１２Ｃ側から見て肉
眼によっては知覚困難な小径（例えば直径５０μｍあるいはそれ以下））に形成される。
さらに光散乱パターン１３は、符号Ｄ及びＥにより示すように、導光板１２の蛍光ランプ
８近傍から楔型先端に向かうにしたがって単位面積当たりの個数が減少するように配置さ
れる。
【００３５】
具体的に、導光板１２は、出射面１２Ｃに光散乱パターン１３を何ら形成しない場合の出
射光量分布が測定され、この測定した光量分布より、所定単位面積当たりに配置する光散
乱パターン１３の面積（以下被覆率と呼ぶ）が、出射面１２Ｃの全面について計算される
。さらにこの被覆率に従って、図２において符号Ｅ及びＤにより示すように、楔型先端ほ
どピッチが大きくなるように、ピッチを可変して枠を設定し、各枠内に不規則な配置によ
り光散乱パターン１３を配置する。これらにより導光板１２は、出射面１２Ｃ側より光散
乱パターン１３を肉眼によっては認識困難に、光出射促進面が形成される。
【００３６】
さらに導光板１２は、側面１２Ｇに、突起（位置決め用突起）１２Ｈが形成され、この突
起１２Ｈがフレーム１１に形成された凹部１１Ａに噛み合ってフレーム１１に位置決めさ
れる。
【００３７】
ここでこの突起１２Ｈは、断面形状が長方形形状の柱状に形成され、出射面１２Ｃ側の面
が、出射面１２Ｃと同一平面になるように形成される。さらに突起１２Ｈは、根元の部分
で切り取って図３に示すように、導光板１２における厚肉の入射面１２Ａ側であって、導
光板１２の側面１２Ｇを導光板１２の厚さ方向に分割する仮想線Ｍより出射面１２Ｃ側に
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片寄って形成される。これにより突起１２Ｈは、側面１２Ｇの付け根に形成されるエッジ
Ｅ１～Ｅ３のうち、出射面１２Ｃに対して垂直な方向に延長するエッジＥ１及びＥ２が短
くなるように形成され、このエッジと直交する方向の長さについては、このようにエッジ
Ｅ１及びＥ２を短くしても、十分な強度を確保できる長さにより形成されるようになされ
ている。
【００３８】
以上の構成において、蛍光ランプ８から射出された照明光Ｌは（図１）、（図１９参照）
、直接に、又はリフレクター９で反射した後、入射面１２Ａより導光板１２の内部に入射
し、この照明光Ｌが裏面１２Ｂと出射面１２Ｃとの間で反射を繰り返しながら、導光板１
２の内部を伝搬する。このときこの照明光Ｌは、裏面１２Ｂで反射する毎に出射面１２Ｃ
に対する入射角が低下し、出射面１２Ｃに対して臨界角以下の成分が出射面１２Ｃより出
射される。さらにこのとき照明光Ｌは、導光板１２の出射面１２Ｃに形成された光出射促
進面により出射面１２Ｃからの出射が促され、入射面１２Ａ側より楔型先端に向かう方向
について、出射光量が均一化される。
【００３９】
このようにして導光板１２に入射して導光板１２の内部を伝搬する照明光の一部は、導光
板１２の側面１２Ｇにて反射して導光板１２の内部を伝搬する。このとき図４～図６に示
すように、側面１２Ｇに突起を形成した導光板１２においては、この突起１２Ｈの根元に
形成されるエッジＥ１～Ｅ３が照明光Ｌにより明るく照らし出される。
【００４０】
さらにこの導光板１２の内部を伝搬する照明光Ｌは、出射面１２Ｃに形成された光拡散パ
ターン（図２）により散乱されるものの、その多くは入射面１２Ａより楔型先端に向かっ
て伝搬することにより、突起１２Ｈの根元に形成されるエッジのうち、出射面に対して垂
直な方向に延長するエッジＥ１、Ｅ２が出射面に平行なエッジＥ３より明るく照らし出さ
れ、また出射面に対して垂直な方向に延長するエッジＥ１、Ｅ２のうち、楔型先端側のエ
ッジＥ１の方が、入射面側のエッジＥ２に比して明るく照らし出される。
【００４１】
図４に示すように、裏面に１対の斜面を繰り返し形成した導光板において、裏面を平坦な
面により形成した導光板の場合と同様な突起を形成すると、このように明るく照らし出さ
れたエッジＥ１及びＥ２を裏面に形成された各斜面で反射して観察することになり、これ
により線状に輝度レベルの高い領域ＡＲ１が発生する（図２１参照）。
【００４２】
図５に示すように、裏面を平坦な面により形成した場合、このようにエッジＥ１及びＥ２
を明るく照らし出した照明光Ｌは、その多くが出射面１２Ｃで反射されて導光板１２の各
部に振り分けられ、この種の輝度レベルの高い領域ＡＲ１が視認されなくなる。これに対
して裏面に斜面を形成すると、その分斜面の存在により裏面で反射された照明光が出射面
に小さな入射角で入射することにより、出射面より出射されて視認され、線状に輝度レベ
ルの高い領域ＡＲ１が観察される。
【００４３】
この輝度レベルの高い領域ＡＲ１の発生原理に対して、この実施の形態においては、図６
に示すように、出射面１２Ｃに対して垂直な方向に延長するエッジＥ１及びＥ２が短くな
るように形成されていることにより、その分明るく照らし出される部分が小さくなり、輝
度レベルの高い領域は、出射面１２Ｃより観察困難になる。
【００４４】
さらに図７に示すように、突起１２Ｈが、導光板１２にて肉厚の入射面側であって、導光
板１２の側面１２Ｇを導光板１２の厚さ方向に分割する仮想線Ｍより出射面１２Ｃ側に片
寄って形成されていることにより、これらエッジＥ１及びＥ２が裏面１２Ｂより離間する
ように形成される。これに対してエッジＥ１及びＥ２を明るく照らし出す照明光Ｌは、エ
ッジＥ１及びＥ２で反射する際に散乱される。これらによりこの実施の形態では、エッジ
Ｅ１及びＥ２を明るく照らし出した照明光Ｌが、この離間した裏面１２Ｂに到達するまで
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の間に各方向に振り分けられ、これによっても出射面１２Ｃを介して視認困難になる。
【００４５】
このようにして出射面１２Ｃより出射される照明光Ｌは、出射面１２Ｃに形成された光拡
散パターン１３により散乱され、これらによっても一段と輝度レベルの高い領域ＡＲ１が
視認困難になり、実用上十分な程度に出射面の異常発光が防止される。
【００４６】
以上の構成によれば、導光板１２の裏面１２Ｂに１対の斜面１２Ｅ、１２Ｆによる突起を
繰り返し形成する構成において、導光板１２にて肉厚の入射面側１２Ａであって、導光板
１２の側面１２Ｇを導光板１２の厚さ方向に分割する仮想線Ｍより出射面１２Ｃ側に片寄
った位置に、側面１２Ｇより突出する突起１２Ｈを形成することにより、この突起１２Ｈ
の根元で照明光により明るく照らし出されるエッジを出射面１２Ｃより視認困難にするこ
とができ、これにより出射面の異常発光を防止することができる。
【００４７】
（２）
　図３との対比により示す図８は、 サイドライト型面
光源装置に適用される導光板２２を示す断面図である。この導光板２２は、導光板２２の
側面２２Ｇを導光板２２の厚さ方向に分割する仮想線より出射面２２Ｃ側に片寄った範囲
で、第１の実施の形態 導光板１２より裏面側に片寄って突起
２２Ｈが形成される。なおこの突起２２Ｈの形成位置が異なる以外、導光板２２において
は、上述の導光板１２と同一形状に形成される。
【００４８】
　この図８に示すように、導光板２２の側面を厚さ方向に分割する仮想線より出射面２２
Ｃ側に片寄った範囲で、裏面側に片寄って突起２２Ｈを形成するようにしても、第１の実
施の形態 と同様の効果を得ることができる。
【００４９】
（３）第 の実施の形態
　図９は、本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用される導光
板３２について、突起３２Ｈの部分を拡大して示す斜視図である。この導光板３２は、こ
の突起３２Ｈの形状が異なる以外、上述の導光板１２と同一形状に形成される。
【００５０】
すなわち図３との対比により図１０に示すように、この導光板３２において、突起３２Ｈ
は、入射面３２Ａより遠ざかった側で根元が薄肉になるように、断面台形形状の柱状に形
成される。
【００５１】
この図９及び図１０に示す構成によれば、最も明るく照らし出される楔型先端側において
、根元が薄肉になるように突起が形成されていることにより、線状の輝度レベルの高い領
域ＡＲ１をさらに一段と認識困難にすることができる。
【００５２】
（４）第 の実施の形態
　図１１は、図９との対比により本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光源
装置に適用される導光板４２について、突起４２Ｈの部分を拡大して示す斜視図である。
この導光板４２は、この突起４２Ｈの形状が異なる以外、上述の導光板１２と同一形状に
形成される。
【００５３】
　ここで突起４２Ｈは、上述の第 の実施の形態における突起３２Ｈと同一の断面形状に
より側面４２Ｇより立ち上がった後、先端側が裏面４２Ｂ側に折れ曲がった形状に形成さ
れる。これにより突起４２Ｈは、位置決めのための側面の面積を拡大するようになされて
いる。
【００５４】
　図１１に示すように、突起の先端側にて位置決めのための側面の面積を拡大しても、第
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本願の参考例
本願発明に含まれない参考例に係る

の前提構成について上述した

の前提構成

１ の具体例
１

２
２

１



の実施の形態と同様に出射面の異常発光を防止することができる。さらに突起において
側面の面積が増大した分、フレームに形成した凹部からの脱落を有効に回避して導光板４
２の位置決めをより安定化することができる。
【００５５】
（５）第 の実施の形態
　図１２は、図１１との対比により本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光
源装置に適用される導光板５２について、突起５２Ｈの部分を拡大して示す斜視図である
。この導光板５２は、この突起５２Ｈの形状が異なる以外、上述の導光板４２と同一形状
に形成される。
【００５６】
　ここで突起５２Ｈは、上述の第 の実施の形態における突起３２Ｈと同一の断面形状に
より根元部分が形成される。さらに突起５２Ｈは、位置決めのための側面の面積が順次増
大するように、根元より離間するに従って、裏面側に徐々に断面形状が拡大するように形
成される。
【００５７】
　図１２に示す構成によれば、根元より離間するに従って、裏面側に徐々に断面形状を拡
大しても、第 の実施の形態と同様の効果を得ることができる。また裏面側に徐々に断面
形状を拡大したことにより、成形時における導光板の離型性等を向上することができる。
【００５８】
（６）他の実施の形態
なお上述の実施の形態においては、根元部分の断面形状が長方形形状又は台形形状になる
ように突起を形成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、要は楔型先端側で
根元部分の厚さが薄くなるように突起を形成して、上述の実施の形態と同様の効果を得る
ことができる。すなわち根元部分の断面形状にあっては、図１３に示すように、出射面と
平坦な面により形成した円弧形状の突起を形成してもよく、また図１４に示すように、出
射面と平坦な面により形成した三角形形状としてもよい。また図１５及び図１６に示すよ
うに、出射面と交わる辺が出射面に対して斜めに傾くように歪んだ四角形形状としてもよ
い。また図１７に示すように、出射面と平坦な面により形成した逆台形形状としてもよい
。
【００５９】
また上述の実施の形態においては、導光板の側面から根元部分の断面四角形形状により立
ち上げて突起を形成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、三角錐、四角錐
形状等により突起を形成してもよい。
【００６０】
さらに上述の実施の形態においては、裏面に、等しい傾きにより斜面を形成する場合につ
いて述べたが、本発明はこれに限らず、これら１対の斜面の傾きを異ならせてもよい。
【００６１】
また上述の実施の形態においては、裏面に形成する１対の斜面を直接接続して断面三角形
形状の突起を形成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば曲面により
接続する場合、さらには斜面自体を曲面により形成する場合にも広く適用することができ
る。
【００６２】
さらに上述の実施の形態においては、ピッチを可変して枠を設定し、この枠内に不規則に
光散乱パターンを配置することにより、光散乱パターンをランダムに配置する場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、図２において符号Ｄ１及びＥ１により示すように、
規則的な配置と不規則な配置とを組み合わせて光拡散パターンを配置しても良く、また従
来の導光板と同様にして光拡散面を形成する場合にも広く適用することができる。
【００６３】
また上述の実施の形態では、透明部材により導光板を形成する場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、本発明の効果を得ることができる範囲で、種々の部材により導光板
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を形成する場合等にも広く適用することができる。
【００６４】
また上述の実施の形態では、導光板の出射面にプリズムシートを積層する場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、導光板とプリズムシートの間に、光拡散シートを配置す
る場合、さらにはこれらに代えて、またはこれらに加えて、所望の偏光面の照明光を選択
的に透過し、これと直交する偏光面については反射する偏光分離シートを配置する場合等
、種々の部材を配置する場合に広く適用することができる。
【００６５】
さらに上述の実施の形態では、一端面より照明光を入射する場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、併せて他の端面から照明光を入射する構成のサイドライト型面光源装
置にも広く適用することができる。
【００６６】
さらに上述の実施の形態では、断面楔型形状の板状部材でなる導光板を用いたサイドライ
ト型面光源装置に本発明を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、導光
板としてほぼ均一な板厚による平板形状のものを用いた方式のサイドライト型面光源装置
にも広く適用することができる。
【００６７】
また上述の実施の形態では、棒状光源でなる蛍光ランプにより一次光源を構成する場合に
ついて述べたが、本発明はこれに限らず、発光ダイオード等の点光源を複数配置して一次
光源を形成する場合にも広く適用することができる。
【００６８】
さらに上述の実施の形態では、液晶表示装置の面光源装置に本発明を適用する場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、種々の照明機器、表示装置等のサイドライト型面光
源装置に広く適用することができる。
【００６９】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、板状部材の側面を板状部材の厚さ方向に分割する仮想線よ
り出射面側に、側面より突出する突起を形成することにより、板状部材の出射面と対向す
る面に１対の斜面による突起を繰り返し形成する構成において、板状部材の側面に突起を
形成しても異常発光を防止することができ、高品位な発光面を持つ面光源装置及びこれを
用いた液晶表示装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態 に係るサイドライト型面光源装置を示す
分解斜視図である。
【図２】　図１のサイドライト型面光源装置における導光板の出射面を示す平面図である
。
【図３】　突起の根元部分で断面を取って導光板の側面を示す断面図である。
【図４】　出射面の異常発光の説明に供する斜視図である。
【図５】　図４との対比により裏面を平坦な面により形成した場合の説明に供する斜視図
である。
【図６】　図４との対比により第１の実施の形態 に係る導光板の、異常発光の
防止原理の説明に供する斜視図である。
【図７】　図６の正面図である。
【図８】　図３との対比により に係るサイドライト型面光源装置に適用される導光
板を示す断面図である。
【図９】　本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用される導光
板を部分的に拡大して示す斜視図である。
【図１０】　図３との対比により図９の導光板を示す断面図である。
【図１１】　本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用される導
光板を部分的に拡大して示す斜視図である。
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【図１２】　本発明の第 の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用される導
光板を部分的に拡大して示す斜視図である。
【図１３】　図３との対比により他の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用
される導光板を示す断面図である。
【図１４】　図１３との対比により突起の根元部分の断面形状を三角形形状に形成した導
光板を示す断面図である。
【図１５】　図１３との対比により突起の根元部分の断面形状を四角形形状に形成した導
光板を示す断面図である。
【図１６】　図１５とは異なる突起の断面形状による導光板を示す断面図である。
【図１７】　図１５、図１６とはさらに異なる突起の断面形状による導光板を示す断面図
である。
【図１８】　従来のサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図である。
【図１９】　図１８をＡ－Ａ線により切り取って示す断面図である。
【図２０】　図１８の導光板の裏面を示す平面図である。
【図２１】　出射面の異常発光の説明に供する斜視図である。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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